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っ
た
｡
私
に
と

っ
て
の
夏
休

み
は
､大
体
が
こ
の
よ
う
な
｢休

み
｣
だ
っ
た
｡
時
に
は
文
字
通 

-
朝
か
ら
晩
ま
で
部
活
動
に

精
を
出
し
て
二
週
間
を
費
や

し
､
時
に
は
数
学
だ
け
に
三

日
三
晩
徹
夜
で
取
-
組
み
'

時
に
は
上
中
下
巻
に
分
か
れ

て
い
る
古
典
に
取
-
付
か
れ

た
よ
う
に
没
頭
し
､
次
か
ら

次

へ
と
読
破
し
た
｡
こ
れ
は
'

授
業
の
あ
る
日
に
は
不
可
能

な
こ
と
で
､
｢
休
み
｣
の
時
だ

け
の
楽
し
み
だ

っ
た
｡ 

○

ボ
ル
ト
マ

ン
の
言
葉
に
'

人
間
は
｢生
理
的
に
早
産
｣
で
､

生
後

一
年
間
は
母
親
の
も
と

で
強
力
に
養
育
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
る
｡
私
た

ち
は
更
に
成
人
す
る
ま
で
に
､

き
た
か

の
か
｣
(長

語
』 

(金

◇
『歎
異
抄
』 

(唯
円
編
･金
子
大
栄
校
注
･

岩
波
文
庫
) 

◇
『正
法
眼
蔵
随
開
記
』 

(懐
突
編
･和
辻
哲
郎
校
訂
･

岩
波
文
庫
) 

◇
『自
由
と
規
律
』 

(池
田
潔
著
･岩
波
新
書
) 

(図
書
館
で
探
し
て
み
よ
う
)

中

学

校

行

事

予

穿 

▽
七

月 

E=
日
㈲

第

一
学
期
終
業
式
 

21
日
㈲

日
㈲


〜24保
護
者
会

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

(字
種
開
放
)

四
日
㈲
-
29
日
00

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
(
一
年
･

羽
鳥
湖
高
原
レ
ソ
ー
ナ
の
森
) 

29
日
00
〜
31
日
ĝ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ 

(二
年

那
須
甲
子
自
然
の
家
) 

▽
八

月
 

4
日

㈲
宇
河
中
教
研
後
期
教
科
部
会
 

18
日

㈲
宇
河
中
敷
研
後
期
教
科
部
会
 

21
日
胤

全
佼
豊
横
目
 

24
日
㈲
〜
28
日
㈲


夏
季
講
習
会
(全
学
年
)
 

30
日
㈲

下
野
新
聞
模
擬
テ
ス
ト
 

(三
年
)
 

▽
九

月 

▽
七

月第

18
白
心

18
白

21
日
快

▽
八

1
日
拙 

14
日
⑥
〜 

20
日
㈲

21
日
㈲

23
日
㈲ 

28
日
胤

1
日 =日

胤州T02日
㈲

E 

進
学
説
明
会 

アー
ク
溶
接
講
習 

(三
年
自
動
車
整
備
希
望
者
) 

〜
31
日
掩

面
談 
(三
年
) 

p
T
A

不
参
加
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jj

(宇
河
地
区
以
外
の
中
学
) 

(宇
河
地
区
の
中
学
) 

l
日
体
顧
学
習 

ク
ラ
ス
登
校
日 
(三
年
) 

▽
九

月
仙
琴

一学
期
始
業
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つ
て
の
｢哲
学
(人

生
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
)者
｣

は
'
ど
こ
に
行

っ
て
し
ま

っ

た
の
か
と
が
っ
か
り
も
す
る

が
'
そ
の
よ
う
な
高
校
時
代

の
三
年
間
は
'
後
に
続
-
四

十
年
間
の
確
か
な
礎
に
な
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
｡ 

○

憧
れ
て
い
た
大
航
海
時
代

の
偉
大
な
る
提
督
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
･
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
聞

っ
た
｢
ぼ
く
た
ち
は

ど
こ
に
い
て
'
ど
こ
に
行
く

田
弘
著
『
ク
リ
ス


ト
フ
ァ
ー
詩
篇
』
よ
-
)
と
い


う
問
い
か
け
に
答
え
る
の
は


｢ぼ
く
た
ち
｣自
身
だ
っ
た
｡
｢遠


く
ま
で
行
く
ん
だ
｣
と
出
発


を
決
め
た
の
は
高
校
時
代
の


｢夏
休
み
｣
を
休
ま
な
か
っ
た


私
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
｡


【推
薦
図
書
】 

◇
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』

プ
ラ
ト
ン
著

属中附 学校｣の開

に｢文星芸術大学 

(久
保
勉
翻
訳
･岩
波
文
庫
)

校に合わせて発

◇
『論

さ まれ刊 した｡

谷
治
訳
･岩
波
文
庫
) 

年4月

1

6

p<副校長より> 

2p<夏季特活期間の過ごし方> 

3p <輝け廿文塁健児> 

4p <福祉体顔･ボランティア実践> 

5p<社会科見学･文星散歩道⑤> 

p <文星フォトギャラリー>

8)02電話 (

は､平成 

に
な
-
､
か

塙
校

冨

田

誠

二
十
年
近
い
訓
練
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
人
は
で

き
得
る
限
り
早
く
大
人
に
な

り
た
が
る
が
'
そ
の
こ
と
を

考
え
た
な
ら
ば
高
校
時
代
の

｢
一
日 
=
二
十
四
時
間
｣
は
､

ま

っ
た
-

時
間
的
に
不
足
し

て
お
-
'
｢
休
む
こ
と
｣
な
ど

は
論
外
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡ 

○

ボ
ル
ト
マ
ン
の
書
物
以
外

の
当
時
の
書
籍
の
ほ
と
ん
ど

は
､
書
棚
の
奥
深
-
埋
も
れ

て
い
る
が
'
時
に
｢人
間
と
は

何
か
｣
｢自
分
と
は
何
か
｣
と

悩
ん
で
い
た
時
代
を
思
い
出

し
､
書
棚
の
背
表
紙
に
そ
の

答
え
が
お
ぼ
ろ
げ
に
浮
か
ん

で
く
る
の
を
見
て
い
た
り
す

る
｡
後
に
｢休
み
｣
の
日
を
文

字
通
-
休
ん
で
し
ま
う
よ
う

ア
ド
ル
フ
･ボ
ル
ト
マ
ン

著
『人
間
は
ど
こ
ま
で
動
物

か
-
新
し
い
人
間
像
の
た
め

に
-
』
(高
木
正
孝
訳
･岩
波

新
書
刊
)
が
､書
斎
机
の
左
手

に
置
か
れ
て
い
る
｡
高
校
生

の
と
き
､
夏
休
み
の
課
題
図

書
の
一
冊
と
し
て
与
え
ら
れ
､

二
日
間
く
ら
い
で
読
了
し
た

記
憶
が
あ
る
書
物
だ
｡
そ
の

夏
休
み
に
は
､
更
に
数
冊
課

題
と
し
て
読
ん
だ
｡
一
日
で

一
冊
読
む
こ
と
を
目
標
に
し

た
が
､
目
標
は
か
な
わ
な
か

予
定 

一
学
期
終
業
式

(高
棟
棟
) 

行

口

就
職
希
望
者
ク
ラ
ス
別

月 

支
部
懇
談
会

者
懇
談
会 

日 
全
紙
マ
ー
ク
模
試
(英

企
業
別
推
薦
選
考
会
議 

全
般
登
枚
日 

三
年
) 

16
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等

琴

零
時

高
｣頑

間
学

校

別ソ狩野

め
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

模
擬
授
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
通
し
て
'
適
職
の
把
握
に
努

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
｡

就
職
K
Y
!


就職指導部長
湊 谷 浩 司

今
年
も
七
月

一
日
か
ら
求
人

受
付
が
始
ま

っ
た
が
'
昨
年
末

よ
り
世
界
の
各
国
が
同
時
経
済

不
況
に
陥
り
'
｢
百
年
に

一
度
の

経
済
危
機
｣
と
も
言
わ
れ
る
中
､

就
職
を
控
え
て
い
る
三
年
生
に

は
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
｡

昨
年
の
今
頃
も
'
原
油
の
高

騰
な
ど
の
問
題
か
ら
就
職
困
難

と
言
わ
れ
た
｡
だ
が
'
結
果
を
見

れ
ば
'
む
し
ろ
前
年
よ
り
求
人

条
件
は
良
-
､
生
徒
に
と

っ
て

滴
足
し
た
年
で
あ

っ
た
｡
今
年

は
以
前
の
就
職
氷
河
期
よ
り
厳

し
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
､

い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
｢
元
気
で
明
る 

-
や
る
気
の
あ
る
生
徒
｣
は
必

ず
就
職
へ
結
び
つ
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
｡
就
職
を
控
え
て
い

る
三
年
生
に
は
'
時
代
の
空
気

を
読
み
､
就
職
と
い
う
目
標
の

下
､
惜
し
み
な
い
努
力
と
心
身

の
更
な
る
成
長
を
期
待
す
る
｡

有
意
義
な
時
を

生徒指導部長
大 塚 晃

夏
季
特
別
活
動
期
間
は
自
立

的
な
態
度
を
養
う
と
い
う
意
味

で
は
貴
重
な
時
間
で
あ
り
､
望

ま
し
い
生
活
体
験
の
時
間
で
も

あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
心
身
の
豊
か

な
成
長
を
図
り
､
個
性
を
伸
ば

し
､
意
欲
的
で
計
画
性
の
あ
る

生
活
を
送
る
機
会
で
も
あ
り
ま

す
｡そ

の
反
面
､
季
節
的
な
開
放

感
に
加
え
､
長
期
休
暇
か
ら
-

る
気
の
緩
み
か
ら
､
生
活
が
乱

れ
が
ち
に
な
り
､
問
題
行
動
や

事
故
な
ど
に
陥
り
や
す
い
期
間

で
も
あ
り
ま
す
｡
軽
は
ず
み
な

行
動
は
避
け
､
物
事
の
善
悪
を

判
断
し
､
節
度
あ
る
行
動
を
望

み
ま
す
｡
特
に
､今
年
度
か
ら
規

則
が
厳
し
-
な
っ
た
携
帯
電
話

に
つ
い
て
は
､
家
庭
内
で
も
ル

ー
ル
を
し
っ
か
り
決
め
て
か
ら

使
用
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
｡

ま
た
'
親
子
の
対
話
の
時
間

を
大
切
に
し
､
事
故
防
止
の
た

め
に
注
意
事
項
を
遵
守
し
､
有

意
義
な
夏
季
特
活
期
間
と
な
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
｡

夏
休
み
も
目
前
で
す
｡
図
書

館
で
は
今
年
も
夏
休
み
に
向
け

て
貸
し
出
し
期
間
､
冊
数
な
ど

特
別
に
対
応
し
ま
す
｡
課
題
の

読
書
感
想
文
の
本
の
選
定
に
つ

い
て
の
相
談
に
も
乗
り
ま
す
｡

校
内
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
商
品

は
図
書
カ
ー
ド
｡
皆
さ
ん
､
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
｡

さ
て
､
本
校
の
図
書
館
は
､創

立
者
上
野
安
紹
先
生
の
遺
徳
を

偲
び
'
生
誕
百
年
の
昭
和
六
十

年
に
建
て
ら
れ
た
煉
瓦
色
の
独

立
し
た
図
書
館
で
す
｡
一
階
は

多
目
的
ホ
ー
ル
､
二
階
は
閲
覧

六
月
八
日
(金
)
に
新
入
生
歓

迎
校
内
体
育
大
会
が
行
わ
れ
た
｡

校
庭
で
は
サ
ッ
カ
ー
が
､
体
育

館
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
'
各
学
年
と
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
｡
生
徒
た
ち
は

試
合
終
了
ま
で
必
死
に
ポ
ー
ル

を
追
い
か
け
'
応
援
の
生
徒
た

ち
も
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

た
｡天

候
が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
､

生
徒
た
ち
の
激
し
い
熱
気
が
雨

雲
を
寄
せ
つ
け
な
か
っ
た
よ
う

だ
｡
ま
た
'体
育
大
会
を
通
し
て
'

室
や
書
庫
な
ど
の
図
書
館
部
分
｡

蔵
書
は
約
二
万
三
千
冊
｡
ま
た

｢新
し
い
本
､
入
っ
た
-
｣､
｢
○ 

の婆
レレ万


適
性
を
知
る
こ
と

○
に
つ
い
て
調
べ
た
い
｣
｢暇

だ

か
ら
来
た
｣
皆
さ
ん
が
図
番
館

を
利
用
す
る
目
的
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
'
楽
し
く
て
親
し
み
や

す
い
図
書
館
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
｡ 

※ ※ 貸 貸 間本
校
の
卒
業
生
四
名
が
'
五

月
二
十
五
日
か
ら
｣ハ
月
十
二
日

に
か
け
て
教
育
実
習
を
行
い
ま

し
た
｡

実
習
終
了
後
､
各
大
学
に
戻

っ
て
教
職
を
目
指
し
て
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
｡ 

中
学
棟
の
メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン
ジ

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い

る
の
で
'
お
互
い
の
蔵
書
検
索

が
簡
単
に
で
き
ま
す
｡

図
書
館
の
本
は
古
い
〜

い
-

い
い
え
｡
本
校
で
は
新

刊
本
や
話
題
の
本
を
積
極
的
に

取
り
そ
ろ
え
､
購
入
希
望
リ
ク

エ
ス
ト
に
も
で
き
る
限
り
応
じ

て
い
ま
す
｡

本
は
苦
手 

雑

誌
や
マ
ン
ガ
も
あ
り
ま
す
｡
雑

誌
は
｢
ニ
ュ
ー
ト
ン
｣

誌
｡
最
新
号
以
外
は
貸
し
出
し

ま
す
｡
マ
ン
ガ
は 

三
国
志
』

ど
'
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
｡

ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
が
さ
ら
に

強
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

大

会

(
一
学
年
〉

総
合
優
勝


サ
ッ
カ
ー


バ
レ
ー
ボ
ー
ル


《
二
学
年
》

総
合
優
勝


サ
ッ
カ
ー


バ
レ
ー
ボ
ー
ル

組


《
三
学
年
》

総
合
優

勝

サ
ッ
カ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

f

汚

大
丈
夫
､

-

な
ど
十
八な

結

果六六六
組組組

八
組

入
組

十

一

(平
成
十
六
年
度
卒
)

(平
成
十
七
年
度
卒
)

松
浦

孝
則

理
科 

九
組

七
組

九
租

吉
揮

啓
貴

川
原
田
直
輝

岡

裕
之

地
歴
公
民

保
健
体
育

公
民

進学指導部長
馬 場 義 浩

生
徒
は
家
庭
環
境
も
高
校
に

入
学
す
る
ま
で
の
経
緯
も
t
I

人
ひ
と
り
違

い
ま
す
｡
進
学
希

望
も
大
学
･短
大
･専
門
学
校
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
､

生
徒
の
話
を
聞
き
な
が
ら
､
本

当
に
本
人
が
そ
の
分
野
で
力
を

発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認

を
心
掛
け
て
い
ま
す
｡
な
ぜ
な

ら
､
様
々
な
進
路
希
望
を
持

っ

て
い
る
も
の
の
､
｢適
性
｣
を
し

っ
か
り
と
考
え
て
い
な
い
こ
と

が
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
｡

｢と
り
あ
え
ず
進
学
｣
と
い
う

暖
味
な
考
え
の
先
に
､
中
途
退

学
や
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
な
る
可
能
性

が
大
い
に
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
｡

将
来
の
｢仕
事
｣
に
つ
い
て
し

っ
か
り
と
考
え
､
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
活
用
す
る
こ
と
｡
そ
の
た
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ま
で
順
調
に
勝
ち
上
が
り
'
準

決
勝
で
は
今
大
会
優
勝
校
の
湘

南
工
大
附
属
(神
奈
川
)

た
も
の
の
､
見
事
関
東
第
三
位

と
な
っ
た
｡

【学
校
対
抗
一

準
決
勝

本
校 

【シ
ン
グ
ル
ス
一

輝
畠
雅
孝
(普 
1
年
)

堀
光
希
(普
二
年
)三
回
戦
進
出

田
村
孝
太
(普
三
年
)

【
田
村
両
久
津

ダ
ブ
ル
ス
一

友
志
(普
三
年
)

堀
･神
長 
1
充
(普
三
年
)

(両
組
と
も
二
回
戦
進
出
)

柔

道

部

大
会
は
宇
都
宮
市
体
育
館
で

行
わ
れ
'
団
体
我
で
二
回
戦
進

出
を
果
た
し
た
｡

に
破
れ

0
-
3

湘
南
工
大
附

ベ
ス
ト 
l

二
回
戦
進
出組

級 

【団
体
】

一
回
戦 
3
･0
西
武
台
(埼
玉
)

二
回
戦 

剣

道

部

大
会
は
'
茨
城
県
の
鹿
島
市

で
行
わ
れ
､
本
校
剣
道
部
が
善

o
･
4
桐
疏
学
禦
神
奈
川
)

戦
し
た
｡

【団
体
】

g

予
選 

ブ
ロ
ッ
ク 

3
位 

陸
上
競
技
部

(
1
勝 
1
敗
)

大
会
は
'北
ブ
ロ
ッ
ク
(栃
木
､

五
月
二
十
八
日
(木
)
'
三
年

生
普
通
科
総
合
コ
ー
ス
ス
ポ
ー

ツ
選
択
者
目
名
は
那
須
最
高
峰

の
茶
臼
岳
に
て
登
山
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
実
習
を
行
っ
た
｡

出
発
時
の
雨
も
止
み
'
ひ
ん

や
り
と
し
た
空
気
の
中
で
の
登

山
と
な
っ
た
｡
標
高
が
上
が
る

に
つ
れ
風
が
強
ま
る
中
､｢寒
い
｣

｢辛
い
｣
と
い
っ
た
弱
音
を
吐
き

な
が
ら
も
'
全
員
が
無
事
登
頂

に
成
功
し
た
｡
下
山
時
に
は
陽

も
射
し
､
眼
下
に
は
壮
大
な
那

須
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
た
｡

厳
し
い
登
山
だ
っ
た
が
､
生

徒
達
の
表
情
に
は
達
成
感
が
溢

れ
て
い
た
｡
｢次
は
富
士
山
に
挑

戦
し
た
い
｣と
い
う
声
も
あ
り
'

充
実
し
た
実
習
と
な
っ
た
｡

習

六
月
十
六
㌧
十

七
日
の
2
日
間
' 

≡
年
生
の
普
通

科
総
合
コ
ー
ス

自

自
動
車
整
備
選

択
者 
4

自
動
車
実
習
の

7
名
は
'

一
環
と
し
て
'
高
所
作
業
車
特

別
教
育
に
参
加
し
た
｡
生
徒
達

は
日
頃
以
上
に
真
剣
な
眼
差
し

で
受
講
し
て
い
た
｡

ま
た
､
七
月
六
日
か
ら
八
日

の
3
日
間
に
渡
り
'
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
講
習
も
行
わ
れ
へ
生
徒 

96
名
が
参
加
し
た
｡
こ
の
経
験

を
資
格
取
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
'就
職
や
進
学
な
ど
､自
己
実

現
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
｡

群
馬
､
茨
城
'
埼
玉
)

集
ま
り
'
栃
木
県
総
合
運
動
公

園
で
行
わ
れ
た
｡

坂
本
雄
也 
(普
三
年
)

砲
丸
投
げ 

の
選
手
が

ハ
ン
マ
ー
投
げ 
49
㍍
88

11
位

12
㍍ 
63

12
位

3

4

4
㍍ 
7

円
盤
投
げ 

15
位

裁

習

劇

寧

第
六
十
八
回
全
商
符
記
検
定

六
月
十
九
日 
(金
)
'
総
合
ビ

ジ
ネ
ス
科
三
年
十
二
組
サ
ー
ビ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
生
徒 
16

名
が
'
今
年
度
五
月
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
た
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
'
宇
都
宮
地
方
裁

判
所
を
訪
れ
た
｡

法
廷
施
設
な
ど
を
見
学
し
'

裁
判
員
制
度
の
概
要
'
基
礎
知

識
の
説
明
を
受
け
'
そ
の
後
'実

際
に
刑
事
裁
判
を
傍
聴
し
た
｡

今
回
の
見
学
は
'
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
'
｢
人
が
人
を
裁
く
｣

こ
と
の
重
大
さ
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
｡皆さこちは｡今生徒副の仲田早す毎年の方々にんでいただ


い
て
い
る
｢雄
飛
祭
｣
が
､
今
年


も
秋
に
実
施
さ
れ
ま
す
｡
雄
飛


祭
ま
で
ま
だ
三
ケ
月
以
上
も
あ


り
ま
す
が
､
昨
年
よ
り
も
素
晴


ら
し
い
も
の
に
す
る
た
め
'
生


徒
会
を
中
心
と
し
た
各
ク
ラ
ス


の
実
行
委
貝
が
集
ま
り
､
七
月

六
日
(月
)
に
第

一
回
雄
飛
祭
実

行
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
日
の
議
題
の
中
心
は
'

雄
飛
祭
テ
ー
マ
の
決
定
｡
あ
ら し楽 長 会会 に んんく多で｡大 度 年

【沖
記 
1

【原
価
計
算

【二

級
】

小
林

紫
紀

陽
介

鈴
木

一
級
】

中
川

久
義

伊
藤

陽
斗 

新
藤

手
塚

ロ
検
定

拓
其

Z

級
】

保
田

潮
田

療
藤

桶
谷

遥
也

革和
鷹

将
人

磯

正
人

雅
人

諒
典

1.

川
上

竹
滞

前
帖

友
貴

良

瞭

ワ

ー
プ

第

四
十

回
全
商

【二

親
】

高
山

大
樹

唐
津
蛍
太
郎

伊
東

級
】

【三

沖
形

瀧 鈴 骨 橋 伊
木 柳 本 藤

雅 凍 一拓 雅
行 也 匠 也 人 徹

山 高 大 根 鈴 白
本 場 関 津 木 川

弟 恭 邦 将 大
矢 平 翼 形 大 輔

網
代

徳

野
沢

太
郎

理
志菟

寛
樹

鈴
木

桟
橋

満 加
橋 郎

悠 文 
1封隆

か
じ
め
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た

テ
ー
マ
の
中
か
ら
'
実
行
委
月

が
厳
選
し
た
結
果
'｢獅
子
魂
(ラ

イ
オ
ン
ソ
ウ
ル
)
｣
が
今
年
度
雄

飛
祭
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
ま
し
た
｡

本
校
の
｢ラ
イ
オ
ン
主
義
｣
に
ち

な
ん
だ
'
本
校
ら
し
い
力
強
い

テ
ー
マ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

各
ク
ラ
ス
で
も
'
早
く
も
雄

飛
祭
で
の
企
画
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
｡
各
ク
ラ
ス
と
も
団
結
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

ま
た
三
年
生
に
と
っ
て
は
高
校

生
活
最
後
の
学
校
祭
で
す
｡
ど

う
か
心
に
残
る
楽
し
い
思
い
出

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
｡

【団
体
一

六
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高
校

稔
体 
(イ
ン
タ
ー
ハ
イ
)県
予
選

会
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
｡ 

※
(普
)
=
普
通
科

卓

球

部

団
体
で
二
年
ぶ
り
頂
点

六
月
十
二
日
か
ら
県
内
各
会

場
で
行
わ
れ
た
県
予
選
で
は
'

I

団
体
の
決
勝
で
見
事
作
新
学
院

を
破
り
､イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

決
め
た
｡ま
た
'
シ
ン
グ
ル
ス
で

も
揮
畠
雅
孝
選
手 
(普 
1
年
)
が

出
場
権
を
手
に
し
た
｡

【学
校
対
抗
】

決
勝

本
校 

3
-
2

作
新
学
院

【シ
ン
グ
ル
ス
】

三
位
決
定
戦

滞
畠 

3
-
0

沼
尾 
(作
新
)

【ダ
ブ
ル
ス
】

準
決
勝
進
出

剣
血

コ
甲

揮
白甲
大
竹
広
之
(普
三
年
)組

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
､
八
月
五
日

か
ら
兵
庫
県
神
戸
市
に
て
行

わ
れ
る
｡
選
手
達
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
｡

テ

ニ

ス

部


優
勝
叶
わ
ぬ
も
快
挙


六
月
十
六
日
(火
)
に
行
わ
れ


た
県
予
選
で
'
本
校
テ
ニ
ス
部

は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
順
調
に
勝

ち
上
が
り
決
勝
に
進
出
｡
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
権
を
か
け
て
､


昨
年
全
国
ベ
ス
ト 
16
の
足
工
大


附
属
と
対
戦
し
た
｡
本
校
テ
ニ

ス
部
は
強
豪
校
相
手
に
善
戦
L
t

準
優
勝
と
な
っ
た
｡

準
決
勝

本
校 

0

作
新
学
院

決

勝
本
校 

3

足
工
大
附

柔

道

阿
久
津
選
手
'準
優
勝

選
で
は
'
1
0
0
キ

進
め
た
｡
惜
し
く
も
優
勝
は
な

と
な
っ
た
｡

【1
0
0
キ
ロ級
一

準
決
勝

決

2
-

o
･蔀

県
武
道
館
で
行
わ
れ
た
県
予

ロ級
で
本
校

の
阿
久
津
智
洋
選
手
(普
三
年
)

が
勝
利
を
重
ね
て
決
勝
に
駒
を

ら
な
か
っ
た
が
､
見
事
準
優
勝

阿
久
津
大
内
刈
り
相
原
(白
･a
足
利
)

勝

山
田
古
的
足
利
一
優
勢

阿
久
津 

県
南
体
育
館
で
行
わ
れ
た
県

予
選
で
は
'
本
校
剣
道
部
は
準

決
勝
に
進
出
｡
佐
野
日
大
に
惜

敗
し
た
｡

【団
体
一

佐
野
日
大 
2 準

決
勝

･2
(代
表
勝
ち
)
本
校

六
月
に
各
県
で
行
わ
れ
た
関

東
高
校

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

し
た
各
部
の
大
会
結
果
を
ご
報

告
し
ま
す
｡

卓

球

部

団
体
で
関
東
3
位
!

大
会
は
'
山
梨
県
甲
府
市
で

行
わ
れ
た
｡
学
校
対
抗
リ
ー
グ

で
は
'
本
校
卓
球
部
は
三
回
戦
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中

学

校

夏
季
特
別
教
育
活
動

期
間
中
の
過
ご
し
方

学年主任

山 本 誠 一

夏
季
特
別
教
育
活
動
期
間 
(夏

休
み 
)
は
'
四
十
四
日
間
に
渡
る

長
い
休
み
で
す
が
過
ご
し
方
ひ

と
つ
で
､
楽
し
い
夏
休
み
に
な

っ
た
り
､
つ
ま
ら
な
い
夏
休
み

に
な

っ
た
り
し
ま
す
｡
よ
り
良

い
夏
休
み
に
す
る
た
め
に
自
主

的
に
計
画
を
立
案 
L
t
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
｡
ま
た 
'生

徒
諸
君

一
人
ひ
と
り
が
､
第
二

学
期
始
業
式
に
全
員
無
事
に
元

気
で
登
校
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
し
い
で
す
｡
そ
の
た
め
に 
'
私

か
ら
い
く
つ
か
の
留
意
点
を
述

べ
ま
す
の
で
よ
く
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
｡

一
つ
目
は 
'
自
分
の
計
画
を

き
ち
ん
と
立
て 
'
計
画
表
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
｡
最
優
先
す

る
学
校
行
事
を
把
握 
L
t
そ
れ

か
ら
家
族
旅
行
の
予
定 
'
学
習

計
画
な
ど
を
立
て
る
こ
と
が
良

い
で
し
ょ
う
｡
特
に 
'課
題
は
早

め
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
｡

二
つ
目
は 
'事
故
や
事
件
な

ど
に
遭
わ
な
い 
'
巻
き
込
ま
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
｡
夏
休

み
は
様
々
な
誘
惑
に
陥
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
｡
軽
率

な
行
動
を
慎
み 
'
中
学
生
ら
し

い
行
動
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
｡
ま
た 
'プ
ー
ル
や
河

川
､
海
に
行
く
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が 
'
細
心
の
注
意
を

払

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
｡

大
切
な
命
を
事
故
等
で
失
わ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
｡

三
つ
目
は 
'
夏
休
み
の
長
い

期
間
､
学
校
か
ら
離
れ
て
家
庭

中
心
の
生
活
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら 
'
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
と
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
｡
外
出
を
す

る
際
に
は 
'
必
ず
行
き
先
や
帰

宅
時
間
､
誰
と
行
く
の
か
な
ど

を
き
ち
ん
と
家
族
に
伝
え
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
｡

こ
れ
ら
三
つ
の
こ
と
に
留
意

し
'
有
意
義
な
夏
休
み
で
あ

っ

た
と
言
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
｡
夏
休
み
を
通
し
て
､
一
回
り

大
き
く 
'
た
く
ま
し
く
な
っ
た

生
徒
諸
君
に
会
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
｡

花壇の花植え 清掃活動

六
月
二
十
日 
(土
)
に
中
学
校

で
は
福
祉
体
験
を
行
い
ま
し
た
｡ 

1
年
生
は
未
来
ち
ゃ
ん
体
験 

(高
齢
者
疑
似
体
験 
)
'
二
年
生

は
ア
イ
マ
ス
ク
体
験 
(障
害
者

体
験 
)､
三
年
生
は
幼
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
｡

体
験
後
は 
'
1
･二
年
生
は
ポ

ス
タ
ー
発
表 
'
三
年
生
は

一
人

ず
つ
感
想
を
み
ん
な
の
前
で
発

表
し
ま
し
た
｡

幼
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
襲

三
年
生
は
､
う
め
ば
や
し
保

育
園
に
て
幼
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
を
し
て
き
ま
し
た
｡

園
児
た
ち
と

一
緒
に
ボ
ー
ル

や
風
船
な
ど
を
使

っ
た
遊
び
や

折
り
紙
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
｡

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護

体
験
実
習
に
繋
が
る
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
｡

【生
徒
の
感
想
】

･
小
さ
い
子
の
目
線
で
話
を
し

て
､
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

接
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
た
｡

･
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
へ徐
々

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
て
良
か
っ
た
｡

･
小
さ
い
子
に
は
優
し
く
接
し

て
い
き
た
い
｡

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

二
年
生
は 
'
視
覚
障
害
者
の

体
験
と
い
う
こ
と
で
､
ア
イ
マ

ス
ク
体
験
を
し
ま
し
た
｡
ペ
ア

に
な

っ
て
二

人
が
ア
イ
マ
ス

ク
を
装
着 
L
t
も
う

一
人
が
手

を
引
い
て
介
助
す
る
と
い
う
内

容
で
し
た
｡
体
験
者
と
介
助
者

そ
れ
ぞ
れ
の
大
変
さ
や
目
が
見

え
な
い
こ
と
の
大
変
さ
な
ど
を

実
際
に
体
験
で
き 
'
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
｡

【生
徒
の
感
想
】 

‥
｣
ん
な
に
目
が
見
え
な
い
こ

と
が
価
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
｡

･
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
は
物

な
ど
を
絶
対
に
置
か
な
い
｡

も
し 
'
物
が
あ

っ
た
ら
ど
け

た
い
と
思
う
｡

･
目
の
不
自
由
な
人
と
す
れ
違

っ
た
ら
､
道
を
あ
け
て
あ
げ

た

い

｡

･
目

の

不
自
由
な
人
に
は 
'
優

し

く
ゆ
っ
く
り
と
介
助
し
て

あ
げ
た
い
｡

アイマスク体験

未
来
ち
ゃ
ん
体
験

一
年
生
は 
'
三
人

一
グ
ル
ー

プ
で
未
来
ち
ゃ
ん
体
験
を
行
い

ま
し
た
｡
体
に
お
も
り
や
視
界

が
悪
く
な
る
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の

様
々
な
道
具
を
身
に
付
け
へ
高

齢
者
に
近
い
状
態
で 
'
階
段
を

登
っ
た
り
､箸
を
使
っ
た
り 
'新

聞
を
読
ん
だ
り
と
日
常
生
活
で

起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
､
体
験

し
ま
し
た
｡
生
徒
た
ち
は
思
っ

た
以
上
に
高
齢
者
は
動
き
が
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
戸
惑

っ

て
い
ま
し
た
が 
'
身
を
も

っ
て

高
齢
者
の
大
変
さ
を
感
じ
る
体

験
と
な
り
ま
し
た
｡

【生
徒
の
感
想
】

･
お
年
寄
り
が 
'
体
力
的
に
こ

ん
な
に
疲
れ
る
と
は
思
い
も

し
な
か
っ
た
｡

･
お
年
寄
り
の
立
場
に
立
っ
て

介
護
を
し
て
あ
げ
な
い
と
､

自
分
勝
手
な
介
護
に
な
っ
て

し
ま
う
｡

･
お
年
寄
り
と
接
す
る
と
き
に

は
､
あ
せ
ら
せ
な
い
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
た
｡

未来ちゃん体験

ボ

ラ

ン

テ
ィ 
-

六
月
六
日 
(土
)
に
中
央
公
園

に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
を
行

い
ま
し
た
｡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

践
を
通
し
て 
'
奉
仕
活
動
の
大

切
さ
を
養
う
こ
と
や 
'
身
近
な

公
共
施
設
に
興
味
関
心
を
持

っ

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
｡

活
動
の
内
容
は
公
園
内
の
花

壇
の
花
植
え
や
清
掃
活
動
で
し

た
｡
活
動
中
は 
'
園
内
を
利
用
し

て
い
る

一
般
の
方
へ
し
っ
か
り

挨
拶
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ 
'

活
動
自
体
も

一
生
懸
命
取 
-
級

ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
｡
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社

会

六
月
八
目 

科(月 

式
典
終
了
後
'
中
学
生
は
校
外

学
習
と
し
て
社
会
科
見
学

へ
出

掛
け
ま
し
た
｡

今
年
度
は
'
栃
木
県
の
歴
史

に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
､
足

利
学
校
･鎮
阿
寺
(足
利
氏
宅
跡
)
.

田
中
正
造
の
生
家
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
｡
事
前
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
'
そ
の
歴
史
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
､
見
学
を
通
し
て
各
自
が

古
(
い
に
し
え
)
に
想
い
を
馳
せ

ま
し
た
｡

生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
｡

二
年

1
姐

山
本

崇
勝

最
初
の
見
学
場
所
は
'
日
本

最
古
の
学
校
｢
足
利
学
校
｣
で
し

た
｡
僕
は
､
自
分
の
住
ん
で
い
る

県
に
歴
史
に
登
場
す
る
よ
う
な

有
名
な
学
校
が
あ
る
こ
と
を
今

ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

い
う
古
い
門
を
入
る
と
'
昔
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
し
た
｡
こ
の
場

所
で
'
多
-
の
人
た
ち
が
自
分

か
ら
進
ん
で
学
習
し
て
き
た
の

か
と
思
う
と
'
僕
も
何
と
な
-

背
筋
が
ピ
ン
と
す
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
｡

足利学校の見学

そ
の
後
'
鎮
阿
寺
で
昼
食
を

と
り
､
本
堂
や
経
堂
を
見
学
し

ま
し
た
｡
案
内
し
て
く
だ
さ

っ

た
人
が
'
こ
の
お
寺
に
は
三
つ

の
紋
が
入

っ
て
い
る
と
教
え
て 

-
れ
ま
し
た
｡
探
し
て
み
る
と
'

楼
門
の
瓦
屋
根
に
確
か
に
三
つ

紋
が
並
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け

ま
し
た
｡
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と

の
あ
る
徳
川
家
の
三
つ
葉
葵
の

御
紋
､
天
皇
家
の
菊
の
御
紋
'丸

に
二
の
字
の
足
利
家
の
御
紋
で

し
た
｡
何
と
も
す
ご
い
御
紋
が

そ
ろ
っ
た
所
な
の
だ
と
思
い
ま

し
た
｡

そ
の
後
は
田
中
正
造
の
生
家

を
見
学
し
ま
し
た
｡
足
尾
鉱
毒

事
件
で
の
活
躍
を
考
え
る
と
'

立
派
な
家
に
住
ん
で
い
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
し

た
が
'
と
て
も
簡
素
な
家
で
し

た
｡
残
念
な
が
ら
休
業
中
で
中

を
見
る
こ
と
ま
で
は
出
来
な
か

っ
た
の
で
'
今
度
家
族
で
行

っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
｡

見

判

)
の
創
立
記
念

【実
用
英
語
技
能
検
定
】

三

級

石
井

健
太

石
川

康
介

小
森

信
之

永
井

長
谷
川

村
上


山
崎


四

級

小
沼


寺
田


五
月
三
十
日 
(土 
)
'
中
学
校

春
季
字
河
地
区
予
選

五
月
二
十

一
日
(木
)
〜

二
十
四
日
(日
)

｢

-

…

｣

団
体
･個
人

一
回
戟
敗
退

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル一

回
戟
敗
退 

[
回

出

回
且

シ
ン
グ

ル
ス

ベ

ス
ト
十六

甲
賀 
(
一
年 
) 

[胤=
且

個
人

二
回戟
敗
退

横
山
(二

)

佐
々
木 
(二 年
年 
)

生
徒
会
主
催
の
新
入
生
歓
迎
体

育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

年
度
も
学
年
を
超
え
た
交
流
を

は
か
る
趣
旨
で
'
各
チ
ー
ム
の

編
成
は 
1
-
三
年
生
を
バ
ラ
バ

｡
今

合
わ
せ
た
縦
割
り
班

ー
ム
に
分
け
て
行

ラ
に
組
み

で
し
た
｡

五
つ
の
チ


っ
た
ド

ー
ル
は


か
ら
ボ
ー
ル
の
数

ど
の
独
自

大
い
に
盛
り
上

り
ま
し
た
｡

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
｡

ッ
ヂ
ボ

､
途
中

を
増
や
す
な

の
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
､

が

丁

両
｣

三

連

覇

文
部
科
学
大
臣
杯

小
中
将
棋
団
体
戦
栃
木
県
予
選

六
月
六
日
(土
)

リ
ー
グ
戦

四
戦
全
勝

メ
ン
バ
ー六

角

秀
明 
(三
年
)

岡

秀
明 
(二
年
)

菊
地

優
志
(二
年
) 

※
七
月
二
十
三
日
(木
)
に
東
京

ス
ポ
ー
ツ
文
化
館
で
開
催
さ
れ

る
東
日
本
大
会 
(全
回
大
会
)
に

出
場
し
ま
す
｡

勝
D
E
賞
】 

う

一
歩 

と
二
歩 

【優【も

チ

【あ

チ

【も
う
少
し 

【ご
ら
ん
の
あ
り
様
だ
っ
た BA

呈 

D 
E

D
チ
ー
ム

くコこ

D
E
賞
一 

D
E
賞
】 

D
E
賞
一 

チ
C

ー
ム

ー
ム

ー
ム

E
チ
ー
ム

ドッヂボールの様子

くい達すましで持コ娘て宅かさつつ

夢なか双くわどに頃生ねの 
緋鯉
とそt

等⑨

j

P

16
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